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第１章 就労状況 

（１） 回答者の就労状況（Q6） 

【全体＝274】

2.9

10.6

3.3

0.7

0.4

82.1

0 20 40 60 80 100

常勤

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ､ｱﾙﾊﾞｲﾄ等

自営業･自由業･在宅就労

家業従事･内職

無職

無回答

(％)

 

（２） 就労希望（Q6-2） 

【n＝9】

44.4

0.0

22.2

33.3

0 10 20 30 40 50 60

すぐに働きたい

そのうち働きたい

今のところ働くつもりはない

無回答

(％)

 

（３） 希望する就労形態（Q6-3） 

【n＝7】

42.9

0.0

57.1

0 10 20 30 40 50 60

常勤による就労

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ等による就労

無回答

(％)

 

 

希望する週当たりの就労日数 

【n＝3】

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

66.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

(％)

希望する1日あたりの労働時間 

【n＝3】

33.3

33.3

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

～4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

(％)

 

（４） 現在働いていない理由（Q6-4） 

【n＝7】

14.3

0.0

14.3

42.9

42.9

14.3

0 10 20 30 40 50 60

保育ｻｰﾋﾞｽが利用できれば就労したい

働きながら子育てできる仕事がない

自分の知識、能力にあう仕事がない

就労する環境が整っていない

その他

無回答

(％)

 

→（２）へ

→（３）（４）へ
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（５） 配偶者の就労状況（Q7） 

【全体＝274】

21.9

6.9

17.2

4.0

3.3

46.7

0 10 20 30 40 50

常勤

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ､ｱﾙﾊﾞｲﾄ等

自営業･自由業･在宅就労

家業従事･内職

無職

無回答

(％)

 

（６） 配偶者の希望する就労形態（Q7-2） 

【全体＝47】

25.5

0.0

48.9

25.5

0 10 20 30 40 50 60

すぐに働きたい

そのうち働きたい

今のところ働くつもりはない

無回答

(％)

 

（７） 配偶者の希望する就労形態（Q7-3） 

【全体＝24】

66.7

8.3

25.0

0 20 40 60 80

常勤による就労

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ等による就労

無回答

(％)

 

希望する週当たりの就労日数 

【n＝16】

6.3

37.5

25.0

0.0

18.8

0.0

0.0

12.5

0 20 40 60 80

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

(％)

 

希望する1日あたりの労働時間 

【n＝16】

18.8

37.5

12.5

0.0

6.3

6.3

18.8

0 20 40 60 80

～4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

(％)

 

（８） 配偶者の現在働いていない理由（Q7-4） 

【n＝24】

8.3

20.8

66.7

0.0

0.0

8.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

保育ｻｰﾋﾞｽが利用できれば就労したい

働きながら子育てできる仕事がない

自分の知識、能力にあう仕事がない

就労する環境が整っていない

その他

無回答

(％)

 
 

→（６）へ

→（７）（８）へ 
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第２章 子育てについての考え等 

2.1 子どもの年齢 

 

Q８．あなたのお子さんは次のどれに該当しますか。（○はいくつでも） 

【n＝274】

4.7

0.4

13.1

81.8

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

小学校就学前

小学生

中学生

高校生以上

子どもはいない

無回答

(％)

 

 

「子どもはいない」（81.8％）が 8 割を超える多くの割合を占め、「小学校就学前」の子を持つ親

が 4.7％、高校生以上の子を持つ親が 0.4％で、小学生、中学生の子を持つ親は 0％であった。 

 

 

2.2 理想的な子どもの人数と持つつもりの子どもの人数 

 

Q９．あなたにとって理想的な子どもの人数は何人だと思いますか。（○は１つ） 

Q10．あなたは、全部で何人の子どもを持つつもりですか。（○は１つ） 

【n＝274】 【n＝274】

5.5

4.4

1.1

4.0

27.4

57.7

0 10 20 30 40 50 60 70

1人

2人

3人

4人以上

0人

無回答

(％)

55.5

8.0

9.5

2.6

0.7

23.7

0 10 20 30 40 50 60 70 (％)

 
＜理想的な子どもの人数＞             ＜持つつもりの子どもの人数＞ 

 

理想的な子どもの人数は、「2 人」（57.7％）が最も多く、次いで「3 人」（27.4％）、「1 人」（5.5％）

の順となっている。一方、持つつもりの子どもの人数でも、「2 人」（55.5％）が最も多く、以下は

「1 人」（23.7％）、「0 人」（9.5％）、「3 人」（8.0％）の順となっている。 
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2.3 理想より持つつもりの子どもの人数が少ない理由 

 

Q11．「理想的な子どもの人数」より「持つつもりの子どもの人数」が少ない方におたずねします。その理由は次のうち

どれですか。（あてはまる理由すべてに○をつけ、最大の理由には◎をつけてください） 

【n＝113】

8.0

8.0

7.1

4.4

4.4

1.8

9.7

0.0

35.4

27.4

24.8

20.4

26.5

78.8

17.7

16.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

子どもを日常的もしくは一時的に預かって
くれるサービスが充実していないから

自分や配偶者の仕事に差し支えるから

家が狭いから

子どもがのびのび育つ
社会環境ではないから

欲しいけれどもできないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

高年齢で産むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、肉体的
負担に耐えられないから

健康上の理由から

定年退職までに、一番末の
子が成人してほしいから

自分や配偶者の趣味や
レジャーと両立しないから

配偶者の家事・育児への
協力が得られないから

配偶者が望まないから

その他

無回答

(％)

0.9

0.9

0.9

0.9

0.0

0.9

4.4

26.5

4.4

2.7

35.4

1.8

11.5

1.8

2.7

4.4

0 10 20 30 40 50 (％)

 
＜子どもの数が理想より少ない全ての理由＞      ＜最大の理由＞ 

 

「持つつもりの子どもの人数」が「理想的な子どもの人数」より少ない回答者（該当 113 人）の、

その理由としては、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」をあげた回答者の割合が 78.8％で

最も多く、さらに「最大の理由」としてあげた回答者の割合も 35.4％と最も多い結果となった。そ

の他の理由としては、「子どもを日常的もしくは一時的に預かってくれるサービスが充実していな

いから」（35.4％）、「自分や配偶者の仕事に差し支えるから」（27.4％）、「家が狭いから」（26.5％）、

「子どもがのびのび育つ社会環境ではないから」（24.8％）と続いている。 
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2.4 日本で少子化が進んでいる原因 

 

Q12．現在、日本で少子化が進んでいる原因は何だと思いますか。（○は３つまで） 
 

【全体＝274】

2.9

9.1

1.1

41.6

36.9

35.0

18.2

35.4

73.7

12.0

5.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子育ての経済的負担が大きいから

将来の生活が不安だから

保育施設が足りないから

女性の社会進出、就業機会が拡大したから

子育てに関する休暇制度が整っていないから

子育てよりも自分たちの生活を優先したいから

子育ての心理的・肉体的負担に耐えられないから

子どもが必要だと思わないから

１人の子どもに十分手をかけてあげたいから

その他

無回答

(％)

 

 

現在の日本で少子化が進んでいる原因として、最も回答が多かったのは「子育ての経済的負担が

大きいから」（73.7％）で、以下、「将来の生活が不安だから」（41.6％）、「保育施設が足りないから」

（36.9％）、「女性の社会進出、就業機会が拡大したから」（35.4％）、「子育てに関する休暇制度が整

っていないから」（35.0％）などと続いている。 

 

 

2.5 子どもが健全に育つために大切なこと 

 

Q13．子どもが健全に育つためには、どのようなことが大切だと思いますか。（○は３つまで） 
 

【n＝274】

0.4

12.0

94.5

30.7

10.9

15.0

46.7

47.8

0 20 40 60 80 100

親子のコミュニケーション

地域の人の声がけや協力

公園や子ども会館の整備

子育てについて相談できる場

育児サークルの育成や活動支援

地域活動等への積極的な参加

その他

無回答

(％)

 
 

 

子どもが健全に育つために大切なこととして、「親子のコミュニケーション」（94.5％）をあげる

声が多数を占め、以下、「地域の人の声がけや協力」（47.8％）、「公園や子ども会館の整備」

（46.7％）、「子育てについて相談できる場」（30.7％）と続いている。 
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2.6 鎌倉市が優先するべきこと 

 

Q14．鎌倉市で子どもを健やかに生み育てるために優先するべきことは、次のうちどれだと思いますか。（○は３つまで）

 

【n＝274】

2.6

2.2

8.4

0.0

66.4

41.6

19.7

10.2

41.2

75.9

9.1

4.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

出産や子育ての経済的負担の軽減

安心して出産できる施設の整備

保育サービスの充実

保健事業や医療サービスの充実

育児休業後の再就職制度の普及

子ども連れでも安全なまちづくり

妊娠･出産等の悩みを相談できる場

男女共同参画の意識づくり

親子で参加できる催し物

講演会など知識が得られる催し物

その他

無回答

(％)

 

 

鎌倉市が優先して取り組むべき事項としては、「出産や子育ての経済的負担の軽減」（75.9％）を

あげる声が最も多く、次いで「安心して出産できる施設の整備」（66.4％）、以下、「保育サービスの

充実」（41.6％）、「保健事業や医療サービスの充実」（41.2％）と続いている。 

 

 

2.7 地域の子育て支援で協力できること 

 

Q15．あなたが地域の子育て支援に協力するとしたら、次のうちどのようなことができると思いますか。（○は３つまで）

 

【全体＝274】

4.4

2.6

39.8

37.6

21.5

16.4

34.7

73.4

5.8

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

近所の子どもへの見守りや声かけ

子どもの遊びやスポーツの相手

危険な遊びやいじめへの注意

良い事をしていたら褒めてあげる

子育て中の家庭への手助け

子どもたちが楽しめる企画の実施

子育てについての助言､相談

飲酒や喫煙などの非行を注意

その他

無回答

(％)

 

 

回答者が、地域の子育て支援に対して協力できることとしては、「近所の子どもへの見守りや声

かけ」（73.4％）が最も多く、以下、「子どもの遊びやスポーツの相手」（39.8％）、「危険な遊びやい

じめへの注意」（37.6％）と続いている。 

 




